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創生科学科におけるゼミ配属の経緯
2011年4月から募集開始

文系の教員も含め、専任教員が約20名
いる．その特徴を活かし，幅広い分野で
知識を習得させる．

１，２年に基礎を習得し，
３，４年で応用へ
ゼミ決定方法についても議論
3年春 PBL,
3年秋 卒業研究プロジェクトI,
4年春 卒業研究プロジェクトII,
4年秋 卒業研究プロジェクトIII

学科のコンセプト
「理系ジェネラリストを養成」
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第一期生が3年になった2013年から4月「PBL」, 7月「卒研プロジェ
クトI」に配属を実施．これまで,2013,14,15,16年で計８回を経験．
時期 科目名 主な内容

3年春学期 PBL 研究を行うためのお試し的な趣旨（ＰＢＬと卒研は，リンクしない）
研究室説明（スタンプラリー・1研究室20分 2コマ→6テーマ）
定員は，基本専任教員で均等割
教員により開催曜日が2パターン（月4,5または，水1,2）

3年秋学期 卒研プロ
ジェクトI

卒論に結びついたゼミ（卒研プロジェクトII,IIIと連動）
研究室説明（随時・昼休み）
定員は，志望者数により増減（上限あり，0名研究室は作らない）
開催曜日の限定なし．

創生科学科におけるゼミ配属の経緯
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第一期生が3年になった2013年から4月「PBL」, 7月「卒研プロジェク
トI」に配属を実施．これまで,2013,14,15,16年で計８回を経験．
時期 科目名 主な内容

3年春学期 PBL 研究を行うためのお試し的な趣旨（ＰＢＬと卒研は，リンクしない）
研究室説明（スタンプラリー・1研究室20分 2コマ→6テーマ）
定員は，基本指導教員で均等割
教員により開催曜日が2パターン（月4,5または，水1,2）

3年秋学期 卒研プロ
ジェクトI

卒論に結びついたゼミ（卒研プロジェクトII,IIIと連動）
研究室説明（随時・昼休み）
定員は，志望者数により増減（上限あり，0名研究室は作らない）
開催曜日の限定なし．

創生科学科におけるゼミ配属の経緯

2013,2014,2015年まで，手作業で配属を行っていた．
ほぼ，内容が固まってきたので，情報メディア研究センターに相談し，2016
年秋学期「卒研プロジェクトI」からゼミ支援システムを導入させて頂いた．
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PBLとは？
Problem Based Learning/Project Based Learningの略
指導教員が，問題を設定し，学生が自主的に問題解決を
行うタイプの授業 →プレ卒論位置づけ

2016年に実施した配属決定スケジュール例

教員の都合で月４，５，水１，２のどちらか（但し，教員志望の学生は，教職科目の関係で，水曜日のみから選択）

２段階方式
一次募集 第一志望のみ（定員数固定）
二次募集 第一から第二十志望まで記入
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PBLとは？
Problem Based Learning/Project Based Learningの略
指導教員が，問題を設定し，学生が自主的に問題解決を
行うタイプの授業 →プレ卒論位置づけ

・創生科学科の専任教員がどのような研究を行っているのか
知る必要がある．
そこで・・・

事前に「PBLテーマ一覧 －PBLテ
ーマと育てたい学生像－」のプリント
を配布し，各研究室（１研究室２０分）
の説明会をしてもらい，聞いたらスタ
ンプをもらうスタンプラリーを実施
PBLのテーマ選択の参考にしてもら
う．
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• ＰＢＬで研究した内容は，7月
中旬にポスターセッションを
開き，聞きにきた人（他のゼ
ミの人，教員など）に説明す
る．

PBLのポスターセッション（2016年7月）
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卒研プロジェクトI

PBLと同様に２段階方式
一次募集 第一志望のみ（第一志望者数により定員を調整）
二次募集 第一から第二十志望まで記入

2016年の卒研プロジェクトＩの配属スケジュール

PBLとは異なり，曜日の制約なし．
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創生科学科では，幅広い分野の専任教員がいるため，多くの
科目を受講することを推奨→
一般に，GPAが使われるが，GPAは，平均値になるため，多く
取ると，不利になる．

成績順位の決め方

成績は，GPAの順位とGPTの順位の良い方を採用するとして，
学生に周知

・GPAだけだと，重複順位の学生が結構でる．
・GPTを加えることで，重複順位の割合の低下が見込める効果あり．
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GPA,GPTともに順位が同じ場合 評価値（GPAの順位＋GPTの順位）で決める。
例１ 順位を確定できる場合

この３名は、いづれもORの順位では、57番
この場合には、GPAの順位＋GPTの順位で順位を決めた。

例２ 重複する場合

114,115は、同順位なので、総合順位の114番は２つある。

成績順位の決め方

総合順位 ORの順位 GPTの順位 GPAの順位 GPT GPA

69 57 57 71 123 2.18
70 57 77 57 110 2.28
71 57 57 98 123 1.84

総合順位 ORの順位 GPTの順位 GPAの順位 GPT GPA

114 112 113 112 76 1.49
114 112 112 113 77 1.48

幸い，決ま
らなかった
事例は，な
いが，決ま
らない場合
には，乱数
で決定
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PBL,卒研共通
配属の仕方のまとめ

第一次募集：第一志望のみ記入
定員－１名まで決定
第二次募集：第一志望から第二十志望まで記入

・オーバーした場合には，成績順位により決定

成績順位は，ＰＢＬの募集前に各自に提示．（ＰＢＬ，卒研とも同じ順位を使用．）2年生末までの
成績で，ＧＰＡ，ＧＰＴの順位の高い方により順位付けを行う．

第二次募集で手間のかか
る学生の集中回避（負担の
平準化）のため．

PBL固有
水曜に設定したテーマしか選べない
学生あり．（教職科目のため）
定員は固定

卒研固有
曜日の限定なし．
定員は一次募集の志望数により定
員が増減．ゼミ生0の研究室を作ら
ないように上限管理し枠を決定．
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過去の配属結果

2016年の卒研の2次募集では38名が応募し，
第1志望22名
第2志望5名
第3志望3名
第4,6,8,14,15,17,20,21志望がそれぞれ1名
で確定．

1次応募決定 2次応募決定
ＰＢＬ（2013） 71％（80名） 29％（32名）
卒研（2013） 82％（93名） 18％（20名）

1次応募決定 2次応募決定

ＰＢＬ（2014） 60％（64名） 40%（43名）
卒研（2016） 70%（87名） 30%（38名）

２次募集０名のゼミのため，
特定のゼミに手のかかる学生
が集中．以降，２次募集でも
最低１名の定員は確保
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まとめ

・教員側に学生の選択権なし．→成績により機械的に決定
・二次選考の際，記入する順位次第ではあるが，志望順位を満たさない学生が出ると
きがある．→学生は，自分の順位がわかるため，下手な小細工はできない．
・後から来る，未申し込み学生への対応

現在の問題点（卒研，PBL共通）

・ゼミ配属は，学生にとって深刻な問題．
・透明性のある決め方→予め学生に成績順位を通知

2段階の募集方式→学生間の調整を期待
（ＬＩＮＥなどで情報交換し予測して応募？）

・システム化することで，短期間で間違いなく決定．
2016年卒研で確認→さらなる横展開として，2017年ＰＢＬで実施（できれば）

PBLの課題
・開講クラス数と学生の希望・ニーズに隔たりがある．
・現在の月・水の教員数の割合は3:2であるが，月曜は，教職科目とのバッティングして
いるため，教職を取っている学生は，選べない．）

・教職科目を履修している学生は，水曜のテーマしか選択不可とする機能追加の必要
あり．
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ゼミ募集システムについて
• ゼミ募集システムの概要
• 利⽤状況
• 各部局の特徴
• 課題
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ゼミ募集システムの概要
• ゼミ配属のプロセスをIT化

– 従来は紙媒体で実施

• Webアプリケーションにて実装
– PC、スマホ両対応

• 研究室と学⽣のマッチングを⾃動化
– 安定結婚問題 or 独⾃アルゴリズム

• フルスクラッチで作成し各部局独⾃の⼿
法を実装
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利⽤⽅法（理⼯学部 創⽣科学科）
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利⽤状況

部局 実施時期 規模

理⼯学部 機械⼯学科 7/11~8/1 約100名

理⼯学部 創⽣科学科 7/12~7/21 約100名

経済学部
10/4~12/

19, 
4/3~4/19

約1000名

理⼯学部 経営システム
⼯学科

4/4~4/13 
予定 約100名
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各部局の特徴
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各部局の特徴
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成績によるマッチング手法も
異なる
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課題
• 運営にはシステム開発者による管理が必要

– 部局へ運営を移管できるような管理機能の実装

• 各部局ごとの要望への対応
– ゼミ募集の⼿法は多岐に渡ることがわかった

• 横展開にあたって
– 選考にステップがあることは⼀致しているので各

ステップをうまくモジュール化できないか
– ゼミ選考のプロセスの⽅を共通化できないか
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ご清聴ありがとうございました


